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に
立た

たゝ
せ
給
ふ
。7
嘉か

承せ
う
二
年
七
月
十
九
日
、

堀ほ
り
河川

院
隠か
く
れ
さ
せ
給
ひ
し
か
ば
、
太
子
五

歳さ
い
に
て8

践せ
ん
祚そ

あ有

り・
。
御
在ざ
い
位
十
六
か
年
が

間
、
海
（
か
い

内だ
い
）
静し
づ
か
に
し
て
天
下
穏を
た
や
か
な也

り
。
寒か
ん
暑し
よ
も
時
を
誤
あ
や
ま
た
ず
、
民み
ん
屋を
く
も
誠
ま
こ
と

に
豊ゆ
た
か
な
り
。9

保
（
ほ
う

安あ
ん
）四
年
正
月
二
十
八
日
、

御
年
二
十
一
に
し
て
御
位
を
遁の
が

れ
て
、
第
一

の
宮11
崇し
ゆ

徳と
く

院
に
譲ゆ
づ

り
奉
り
給
ふ
。
大11

治
（
ぢ
）四

年
七
月
七
日
、
白
河
院
隠か
く
れ
さ
せ
給
ひ
て

後
は
、
鳥
羽
院
、
天
下
の
事
を
知し

ろ
し
め
し

て
、

政
ま
つ
り
ご
と
を
行
お
こ
な
ひ
給
ふ
。
忠
あ有

る・
者も
の
を

賞
し
や
う
じ
お
は
し
ま
す
事
、11

聖
（
せ
い

代だ
い
）・
聖
主
の

先せ
ん
規ぎ

に
違た
が
は
ず
、
罪つ
み
あ有

る・
者も
の
を
も
宥な
だ
め
給

ふ
事
、
大11

慈じ

・
大
悲ひ

の
本
誓ぜ
い
に
叶か
な
ひ
ま
し

ま
す
。
さ
れ
ば
恩を
ん
光
に
照て

ら
さ
れ
、
徳と
く

沢た
く

に
潤
う
る
ほ

ひ
て
、
国
も
富と

み
、
民た
み

も
安や
す

か
り
き
。

保11

延
五
年
四
月
十
八
日
、11
美（
び

福ふ
く
）門
院
の

1
御
腹は
ら
に
王11

子
御
誕た
ん

生
じ
や
う
あ有

り・
し
か
ば
、
上

保
元
物
語 

巻
第
一

序
（
じ
よ
）

そ
れ1

易
（
ゑ
き
）に
曰い
は
く
、「
天
文も
ん
を
見
て
は
時（
じ

変へ
ん
）を
察さ
つ
し
、
人
（
じ
ん

文も
ん
）を
見
て
は
天
下
を
化く
は
成せ
い
す
」。
こ
こゝ
を
も

つ
て
政せ
い

道た
う
、
理
に
当あ

た
る
時と
き
は
、
風
（
ふ
う
雨う
）時
に
従
し
た
が
つ
て
、
国
（
こ
く
家か

豊ぶ

饒ね
う
）な
り
。
君
（
く
ん

臣し
ん

合が
つ

体て
い
）す
る
時と
き
は
、

四
海
（
か
い
）
泰た
い
平へ
い
に
し
て
、
凶け
う
賊ぞ
く
起お

こ
る
事
な
し
。
君
、
上
（
か
み
）に
あ
つ
て
、
政
ま
つ
り
事
違た
が
ふ
時と
き
は
、
国
乱み
だ
れ
民
（
た
み
）
苦く
る

し
む
。
臣
（
し
ん
）、
下し
も
と
し
て
礼れ
い
に
背そ
む
く
時と
き
は
、
家
を
失
う
し
な
ひ
身
を
滅ほ
ろ
ぼ
す
。
あ
る
ひ
は
、

恣
ほ
し
ゐ
ま
ゝ
に
国
（
こ
く
位ゐ
）を

奪う
ば

は
ん
が
た
め
に
、
天
下
を
乱み
だ

る
。
黎れ
い

民み
ん

是
［
こ
れ
］に

こ
そ
愁う
れ

ふ
。
あ
る
ひ
は
、
猥み
だ

り
が
は
し
く
官
（
く
は
ん
）

職
し
よ
く

を

争
あ
ら
そ
ふ
に
よ
つ
て
、
国
（
こ
く
家か
）を
傾
か
た
ぶ
く
。
群2

臣
是こ
れ
が
た
め
に
悲か
な
し
む
。
終つ
ゐ
に
旗は
た
を
戦
（
せ
ん

場
じ
や
う
）に
挙あ

ぐ
と
い
へ
ど共

も
、
天
道
の
許ゆ
る

し
を
蒙
（
か
う
ぶ
）ら

ず
、

謀

（
は
か
り
ご
と
）を

軍ぐ
ん

旅り
よ

に
廻め
ぐ

ら
す
と
い
へ
ど共

も
、
王
（
わ
う

法ぼ
う
）の

責せ

め
を
免
ま
ぬ
か

れ
ず
。

故

（
か
る
が
ゆ
へ
）に
屍
か
ば
ね
を
外
ぐ
は
い
土ど

の
塵ち
り
に
晒さ
ら
し
、
皆み
な
名
を
後
（
こ
う

代だ
い
）の
嘲
あ
ざ
け
り
に
残の
こ
す
。
古
い
に
し
へ
よ
り
今
に
至い
た
つ
て
、

誰た
れ
か
一ひ
と
人り

、
し
か
な
ら
ず
と
い
ふ
事
あ
ら
ん
や
。

後（
ご

白し
ら

河
か
は
の
）院

御
即そ
く

位（
ゐ
）の

事

こ
こゝ
に1
鳥（
と

羽ば
）
の
禅ぜ
ん

定
ぢ
や
う

法
（
ほ
う

皇わ
う
）
と
申
し・
奉
る
は
、
天
照
（
せ
う
）
太
神
四
十
六
世
の
御
末す
ゑ
、
神
（
じ
ん
武む
）
天
皇
よ
り

七
十
四
代
の
帝
み
か
ど
、2

堀ほ
り
河川

の
天
皇
第
一
の
皇
子
、
御
母
は3
贈ぞ
う
皇
太
后
（
く
う
く
う
）
宮
、4

藤
（
と
う
）苡［
い
し
］子、5

閑
（
か
ん

院ゐ
ん
）の
大
納（
な

言ご
ん
）

実さ
ね

季す
ゑ
卿
の
御
女
む
す
め
な也

り
。6
康か
う
和わ

五
年
正
月
十
六
日
に
御
誕た
ん

生
じ
や
う
、
同
じ・
き
年
の
八
月
十
六
日
に
、
皇
太
子

1
　
内
裏
に
て
近
衛
天
皇
の
即
位
が
行
わ
れ
る
。

序1
　『
易
経
』
に
は
見
え
な
い
。
典
拠
不
明
。

2
　

底
本
「
君
臣
」。
他
本
に
よ
り
改
め
る
。

後
白
河
院
御
即
位
の
事

1
　

第
74
代
鳥
羽
天
皇
。
禅
定
法
皇
は
仏
門

に
専
心
す
る
法
体
の
上
皇
の
意
。

2
　

第
73
代
天
皇
。
第
72
代
白
河
天
皇
第
二

皇
子
。

3
　

逝
去
後
に
贈
ら
れ
た
称
号
。

4
　

底
本
「
藤と
う
茨し

子
」。
藤
原
苡い
し子
。

5
　

藤
原
公
成
の
子
。「
閑
院
」
は
藤
原
氏
の

邸
宅
名
。

6
　

一
一
〇
三
年
。

7
　

一
一
〇
七
年
。

8
　

天
皇
の
位
に
即
く
こ
と
。
践
祚
の
後
、

皇
位
継
承
を
万
民
に
告
げ
る
儀
式
を
即
位
と

い
う
。

9
　

一
一
二
三
年
。

10
　

第
75
代
天
皇
。
鳥
羽
天
皇
第
一
皇
子
。

母
は
権
大
納
言
藤
原
公
実
の
娘
、
待
賢
門
院

璋
子
。

11
　

一
一
二
九
年
。

12
　

優
れ
た
時
代
、
優
れ
た
皇
帝
の
先
例
。

13
　

一
切
衆
生
を
救
お
う
と
す
る
仏
菩
薩
の

誓
願
。

14
　

一
一
三
九
年
。

15
　

鳥
羽
院
の
后
、
藤
原
得
子
。
権
中
納
言

長
実
の
娘
。

16
　

第
76
代
近
衛
天
皇
。
躰
仁
親
王
。


